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世話人＝皮膚科学教室
特別講演：移植片対宿主病（GVHD）の
　　　　　皮膚病変と病理組織
　　　　　　　鳥取大学医学部　皮膚科学教室
　　　　　　　　　　　　　　　田中敬子先生
（座長は下　邦明（一般演題1～3），林　　徹
（一般演題4～7））
時：平成3年6月18日（火）
　　午後5時30分
場：東京医科大学病院
　　本館6階臨床講堂
　　　　　　　　　徳田安富
抗原惹起後、家兎に誘発した結合組織炎、
動脈炎に関する免疫組織学的研究一一非
特異的肉芽腫についての経時的観察一一
　　　　西川純子、池原幸子、綿鍋維男、
　　　　鈴木晟幹、渡辺洋望、嶋田裕之
　　2．　実験的二二ルジオリピン症候群（ACLS）
　　　　作製の試み（第二報）
（血清学）　　　佐藤　進一郎、鈴田　達男
（病理学第二）　佐々　弘
【目的】　SLEを始めとする自己免疫性疾患でBFP、
血栓、血小板減少、神経症状を呈するACLSの併発が
近年注目されている。本症の病因解明のため、ウサギを
用いて動物モデルの作製を企てた。
【方法】　ガラス板法抗原と梅毒患者血清の混合比を変
えて作製した抗原過剰、最：適比．■抗休過剰の3種類の免
疫複合体〔IC〕、または同種の肝油ミトコンドリア（Mt）
分画をウサギに週1回、前者は静脈内に、後者はアジュ
バントと共に筋肉内に投与し、10～25週の抗CL抗体価、
体重、血液学的、生化学的および組織学的検索を行った。
【結果】　ICおよびMt投与群では全例に抗CL抗体
が産生され、前者は後者より高い価を示した。群群とも
血小板数は一過性の増加傾向の後、抗CL抗体の産生の
時期に一致して減少した。剖検上肉眼的にMt投与群の
1／3に心嚢液の貯留を伴う肺小結節を認めた。組織学的に
は挽原過剰IC投与群の3／3で心筋内に単核球、リンパ球
浸潤および心筋壊死が、2／3で肝組織内への細胞浸潤、肝
細胞破壊の所見が認められた。Mt投与群では2／3に肺、
心、肝、腎、脾に著明な病変が観察された。
L
（病理学第一）
　家兎抗原含有アラム肉芽腫では、惹起後、肉芽
腫及び心などの多臓器組織に、フィブリノイド動
脈炎などが見られることを報告した。今回は感作
家兎における非特異的肉芽腫につき検討した。
【方法】BSA吸着K一アラム、非吸着K一アラムを
それぞれ皮内注射、アラム肉芽腫を作製した。21
日目にBSA　250　mg／kgを静注、惹起し、経時的に
各肉芽腫を採取。免疫組織学的に観察した。
【結果および考察】感作21日目では、1、皿型コ
ラーゲンは非特異的肉芽腫の被膜および肉芽腫内
部に陽性、新生コラーゲン線維に一一致して特異抗
体が陽性、特異抗体陽性の形質細胞が肉芽腫内お
よび小動脈周囲に認められた。惹起直後から肉芽
腫内には、抗原が陽性となり、惹起10日後では、
被膜内小動脈に汎動脈炎が観察された。以上より、
感作状態下では非特異的肉芽腫においても、惹起
後、動脈外膜側での特異抗体による抗原の捕捉が
起こり、動脈壁はICにより内膜側、外膜側の双方
から傷害を受け汎動脈炎に至ることが示唆された。
　3．　血清Neopterinとbeta2－microglobulinの
　　　　年令分布
（八王子医療センター免疫血液内科）
　　　　　　若杉和倫，坂本昌隆，中村浩彰
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Neopterinはbiopter　in合成におけるGTP代謝産物の
1っであり、単球／マクロファージより産生され
るneurotransmitterの補酵素でもある。　beta2－mは
有核細胞より産生され、両者ともに自己免疫疾患、
悪性腫瘍、各種ウィルス感染症、GVH（D）等の予後
病態 深い関与が示唆されている。私共はこの異
なった2っの指標を用いて、血清濃度の年令分布
を検討した。健康成人Neopterinは263検体、　beta
2一皿は291検体、年令は20才以上、男女同数、10年
間隔を目標とした。なお、Neopter　in、　beta2－m測
定はRIA、　BNAを用いた。その結果、両者ともに高
年雪持（特に60～65才以上）ほど高濃度で、かっ
バラツキが多く、また男女間差はなかった。Neop
ter　inとbeta2－mの相関係数はO．7323、以上よりマ
クロファージ、活性化T細胞等に関与する免疫反
応は、高年令者では増強状態にあると示唆きれる。
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